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＜本号におけるけいはんなのトピック＞ 

○けいはんなエリアの取り組みが、都市エリア産学官連携促進事業に採択 

 

２００８年５月１４日、弊センターと関西文化学術研究都市推進機構が中核機関となって、学研

都市地域から「けいはんなヘルスケアクラスター」の実現を目指す、『ユビキタス生体計測ヘルス

ケアデバイス・システムの開発』が、文部科学省「都市エリア産学官連携促進事業＊」に採択され

ました。 
＊…大学等の「知恵」を活用して新技術シーズを生み出すとともに、新規事業の創出、研究開発型の地域産業の育成等に展開する 

ための産学官共同研究を実施する文部科学省の事業（国の予算措置：一地域２億円程度、３年間、今般は全国で７地点）。 

 

わが国では、少子高齢化の進展、生活習慣病の増大、医療費負担増加への対処が社会全体の課題

となるなか、いま在宅健康管理に対する国民的関心と市場ニーズが増大しています。 

 

そこで、私どもは、けいはんなで蓄積されたＩＣＴ・計測技術を基に、大学、病院、ヘルスケア

関連企業等の医・工・情が密接に連携し、①妊婦・胎児の健康状態見守り、② 高齢者に多い膀胱

疾患対策としての泌尿器計測、③生活習慣病予防のための体液蛋白質の計測、の３点を主眼として、

無拘束・低侵襲・リアルタイムな生体計測デバイスを開発し、さらにユビキタス・ＩＣＴ技術を応

用することにより、その計測情報を医療機関等で共有し、利用者を支援するヘルスケアシステムを

開発し、事業化に繋ぐことを目指してまいります。一層のご支援、ご協力をいただきますよう、お

願い申し上げます。 

 

（本件に係るお問い合わせ先） 

けいはんな新産業創出・交流センター 

都市エリア産学官連携促進事業推進担当 門川  TEL:0774-95-5047  FAX：074-95-5234  
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＜本号の注目企業・関西＞（東大阪の(財)大阪産業振興機構からご紹介いただきました。） 

○株式会社 秀英 

 ・創業：1972年 

 ・資本金：1800万円 

 ・代表：代表取締役 上田 秀行 

・特筆事項：平成15年度大阪府環境農林水産総合研究所「環境技術評価・普及事業」対象製品 

 ・事業内容：分離リサイクル可能なペーパートレーの製造販売 

 

＜注目点＞                                          

・リサイクル紙容器「ホッかる」を開発。この器は、

積み重ね保管、運搬が容易な一枚の紙から、簡単に

組み立てられる。２層構造で、使用後、汚れた内面

フィルムと外側紙を手で簡単に分離・分別できる。 

 

・器は段ボール構造。温かい手ざわりとともに、空気

層による高い保温性を持つ。原料紙は 100％バージ

ンパルプを採用。有害金属、蛍光材などを含まない。

自由な印刷や大きさ、デザインが可能で２万個単位

から、オリジナルな容器を作成することができる。 

 

・フィルム、接着剤も食品衛生法・食品、添加物の規格

基準、容器包装の規格基準に適合。フィルムは、抗菌

性で、揚げたてのフライへの耐熱性があり、フタを開

けた時の匂いもなく、そのまま電子レンジもＯＫ。使

用後、フィルムは破棄するが、焼却してもダイオキシ

ン等の有害物質は発生しない。 

 

・ゴミの減少、紙のリサイクル、ひいては、石油資源の

有効利用、森林資源・水資源の保全、二酸化炭素の吸収、温暖化防止に貢献できる。 

 

・現在、東京、大阪はじめ、全国の多数の大学生協食堂での持ち帰り容器として採用されている。

先般、大阪・中之島祭りにおいても採用された。 

 

＜連絡先＞ 

住所：〒578-0921 大阪府東大阪市水走1丁目16番37号 

電話：072-966-1145（代表）  FAX：072-966-2655 

  E-mail：info@hokkaru.co.jp  URL：http://www.hokkaru.co.jp/ 
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○ ユーアイニクス 株式会社 

・設立：1964年 

 ・資本金：3000万円 

・代表：代表取締役社長 上田 克信 

・特筆事項：1987年堺市合理化研究モデル工場指定（ＩＳＯ９００１ ，１４００１を取得） 

      2008年堺商工会議所「堺技衆」＊認証企業 
＊…「堺技衆」とは、堺の優れた企業が全世界に広く認知されることにより、地域全体のイメージアップと経済

発展の促進を目的として、堺市内で高度な先端技術や伝統の技を有する企業を、競争力、経営、市場開拓、社

会・環境等への配慮・貢献などの項目で評価し、有識者の審査会で認証する制度 

・事業内容：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ指示計､ｶｽﾀﾑ電源､地震感知器の開発・製造・販売。OEM製品の開発・製造 

 

＜注目点＞                       

・計測データの表示や稼働状態の監視・制御を行う工業用指示計（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊﾟﾈﾙﾒｰﾀｰ）を製造。

同社の製品は、既成品が持ち合わせていない仕様や機能を数多く有する。 

 

・OEMや特殊仕様等、オーダーメイドの製造も一台から可能。多品種少ロット化、小型化、開

発期間の短縮化など、高度な要望に応えられる。多彩な製品アイテムをラインアップし、計

測機器の周辺分野であるコンピュータ、ソフトウェア、制御、通信技術なども追求。高付加

価値のオリジナル製品の開発を進める。現在、数十種類に及ぶデジタルパネルメーターや、

顧客毎に仕様の違うカスタム電源「コンパス」、OEM製品等、数多くの製品を擁している。 

 

・近年は、機械装置メーカー、制御機器メーカー等から依頼を受け、製品開発の企画段階から

プロジェクトに参画し、ジョイントベンチャー的に展開するケースが主流になっている。 

 

＜連絡先＞ 

 住所：〒593-8311 大阪府堺市西区上123-1 ＴＥＬ：072-274-6001 Fax：072-274-6005 

 URL:http://www.uinics.co.jp 

＜製品例＞ 

「４入力小型瞬時指示計SP-494」（新製品）     「地震感知器：GURACUT GB-15VC/GB-25VC」 

 

 ・4ﾊﾟﾙｽ信号を１台に入力、計測表示/監視ができる。 

 ・入力に対しそれぞれ2段のﾌﾟﾘｾｯﾄ出力ができる。 
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○有限会社 的場電器エムテック 

 ・設立：1996年 

 ・資本：300万円  

 ・代表：代表取締役社長 的場 誠治 

 ・特筆事項：熟練を要し、大変な串刺し作業を、誰でも簡単にできる機械の開発 

 ・事業内容：産業用ロボット製造・販売 

 

＜注目点＞ 

・自動串刺し機「らくちん君」は、非常に手間のかかる食品の串刺し作業が、誰にも簡単に楽に

できる機械。鶏肉、牛肉、豚肉、野菜、団子、おでん種など幅広くあらゆる具材に対応。抜群

の生産性。1本差し機械は、アルバイト一人で1時間あたり240～360本（手ざしの2倍）で

きる。作業はトレーに具材料を入れて送るだけで初心者も簡単。1本差しと3本差し機の2機

種があり、より高性能の3本差し機械は1時間に2700本の生産能力を有する。 

 

＜機械の特徴＞ 

・トレーに材料を入れ機械に送り込むだけで誰にでも簡単に串刺しができる。 

・トレー、串のサイズはオーダー。お客さまの要望や、具材に合わせてトレーとワーク押さえを作成 

・いろんな串の形、長さ,径や厚みに合わせて作成。 

・材料を手で握らないので雑菌がつきにくいので衛生的。ワーク押さえは丸洗い可能。 

・串の長さ：丸串：95mm～180mm 径：3mm～4mm 鉄砲串：150mm～180mm 径：3mm～4mm 

（いろんな串の形、長さ径や厚みに対応できるようオーダーできる。また刺しにくい生肉、モモ肉、モモ

肉の皮、キモ、ズリ、皮など刺せる） 

                               ＜製品例：らくちん君＞ 

＜使用法＞ 

１：トレーに具材挿入しトレーを送り位置まで入  

れる。 

２：トレーを串刺し位置まで送る。 

３：上型が降下し具材を押さえる。 

４：串を送り串刺しをする。 

５：完成品を送りだす。 

６：完成品をトレーから取り出す。  

（１と２と６が手作業、３～５は機械作業） 

＜連絡先＞ 

 住所：〒577-0736 東大阪市渋川町1-3-9  

 TEL：06-6730-2129 FAX：6730-2139 

  URL:http://www.matoba-elc.co.jp 
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＜本号の注目企業・北陸地域＞（北陸経済連合会からのご紹介） 

○株式会社 山田技研 

・設立：1987年 

 ・資本金：1000万円 

・代表：代表取締役 山田忠幸 

・特筆事項： 

・「2000年 福井県科学技術奨励賞（福井県）」 

・2003年 第25回日本道路会議の優秀論文 

（日本道路公団）」を受賞。 

・国土交通省、福井県、福井市、北陸・近畿地域の市町

村。東日本高速道路㈱、中日本高速道路㈱、西日本高速道路㈱、JR西日本旅客鉄道㈱へ

製品を納入するとともに、これら道路管理者等と国際・国内特許を共同出願。 

・事業内容：「雪から幸（ゆき）を造る」ことを目標に、冬期の道路・鉄道の安全と快適性に貢

献する雪氷計測センサ、路面センサ、車載式塩分濃度センサを開発。 

 

＜注目点＞ 

・同社は、融雪装置等の自動運転を経済的なものとするため、路面状態をきめ細かに把握でき

るセンサを開発した。路面センサと冬季気象センサを組合せて自動運転した結果、従来の降

雪センサ・路温センサ・着雪センサの自動運転に比べて、融雪電力の48％節約が可能に。 

 

・ ・路面の凍結・積雪状態は、地中熱や車両の通過によって常に変化する。同社製のセンサは、

①路面上空から直接、路面状態を計測、②道路の横断方向（わだち部・非わだち部）を計測、

③50 測点のきめ細い計測情報は、運転者・雪氷管理者・ITS「高度道路交通システム」に、

利用可能、④融雪装置・凍結防止装置の経済的な自動運転制御が可能、⑤従来センサ5台分

の計測機能を、1台に集約した性能を有し、⑥気温計（気象庁認定）・降雪センサ・着雪セン

サ・凍結センサ・路温計・積雪深計（気象庁認定）・モニターカメラとしても利用可能。 

 

・今後、車載用センサ等への展開を考えたい。ただ、顧客のほとんどが道路管理者であり、主

力の道路設置のセンサ類から得られるデータ、情報を、カーナビを中心とした車載機器に活

用展開する場合、データ、情報の所有権についてクリアすべきハードルがある。 

 

＜連絡先＞ 

住所：〒918-8015 福井市花堂南2-5-12  

TEL：0776-36-0460  FAX：0776-36-0623 

 URL:http://www.yamada-giken.co.jp/ 
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○小松電子株式会社 

・設立：1969年5月  

・資本金：9900万円 

・代表者：代表取締役社長 田中義也 

・特筆事項： 

 04年、医療分野での展開装置として、超純水製造装置を開発。07年から中部経済産業局「新

連携」事業に、08年から、中小機構の「販路開拓コーディネート事業」に採択。 

・事業内容：ＥＭＳ（受注品の試作、開発、製造）、各種ＦＡ機器製造販売、医療（分析機器、

純水装置）、環境（循環型ゴミ処理装置）の4領域を事業分野とするハイテク企業 

 

＜注目点＞ 

・超純水製造装置「うるぴゅあ」の製造・販売に注力。 

・ 超純水とは、有機物や微粒子、気体などを除いた、極めて

純度の高い水で、半導体や医療関連の製品の製造工程での

洗浄等、用途は幅広い。瓶に入れて保存したり運んだりがで

きず、使用現場での製造が前提になるが、「うるぴゅあ」は、

「超純水」を、水道に直結するだけで、3 リットル/分（瞬間最大

値）、1 時間最大 12 リットル作ることができる。大きさは幅３５

センチ、奥行き５５センチ、高さ１・２メートルの箱形で、省スペ

ースを実現。ライバル製品に比べコストパフォーマンスが高

い。特に、メンテナンス費の半減を実現。 

 

＜製品の特徴＞ 

・一般的に純水は、水をフィルター等を透過させてつくるが、細

胞片のようにフィルターを通過する有機物は、取り除くことが

困難だった。本製品は、フィルターだけでは除けない有機物について、フィルター透過後、光触

媒に紫外線を照射して純水から有機物を取り除き「超純水」にする独自の方法を開発（米国特許

取得No11/181,896、国内特許審査請求中）。 

・ また、採水口を動かせるようにし、使い勝手の向上を図るとともに、装置が使われている状態

を、リモート監視し、部品交換の必要などを的確に把握できるため、メンテナンス性にもすぐれ

ている。 

・ 医療分野への展開を目指し、０５年から装置を金沢大学医学部に設置。動物や遺伝子、分析な

どの分野で性能を検証している。 

 

＜連絡先＞ 

住所：〒923-8642 石川県小松市安宅町甲135 

TEL：0761-21-2000（代）、FAX: 0761-21-9689  

URL： http://www.komatsu-ec.co.jp/  E-mail：ul-pure@komatsu-ec.co.jp 




